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　堺市の水道事業は、明治43年４月、全国で18番目の近代水道とし
て給水を開始し、以来１世紀にわたり事業の歩みを進め、平成22年
４月に給水開始100周年を迎えました。
　給水開始当初の給水人口は約１万４千人、給水戸数は約3,500戸
でした。その後、数々の近隣町村との合併をはじめ、市の発展に伴
う人口増加や企業活動の伸展にあわせた施設の拡張と整備を行い、
現在では給水人口約85万人、給水戸数約38万戸に達し、全国でも有
数規模の水道事業に発展を遂げました。
　一方、市政におきましても、平成18年４月には、全国15番目とな
る「政令指定都市」へ移行を果たしました。以後、これまでに、
「グリーンフロント堺」の建設や全国13自治体からなる「環境モデ
ル都市」の選定、百舌鳥・古市古墳群の世界遺産登録に向けた取り
組みなど、全国でも元気で活気のある都市として注目していただい
ているところです。
　堺市水道事業は、市政の一翼を担い、市民生活に欠くことのでき
ない重要な都市基盤であります。水道事業の本来の使命である安全
で良質な水を安定的に提供できる高水準の水道を目指すことはもと
より、地球温暖化対策など、環境への社会的責任を果たしてまいり
たいと考えております。
　一方、大阪府全体に目を向けますと、大阪府の用水供給事業を府
内市町村で行う「大阪広域水道企業団」を平成23年４月に設立する
ための準備を進めています。この企業団の設立によって、42市町村
間の連携強化が期待されます。
　このたび、堺市水道事業創設から明治・大正・昭和・平成にわた
る歴史を市民の皆さまとともに振り返り、先人たちの知恵と努力を
再認識するとともに、未来に向かって新たな一歩を踏み出すための
節目とすべく、100年の集大成として『堺市水道百年史』を刊行す
るものです。
　最後になりますが、水道第２世紀に向けて、市民の皆さまととも
に歩むため、たゆまぬ努力を続ける所存でございます。
　これからも堺市水道事業のさらなる発展に向けて、皆さまのご指
導とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

 平成23年３月

堺市長　竹山　修身
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発刊にあたって発刊にあたって
　明治43年４月１日、堺市の水道は我が国で
18番目の近代水道として給水を開始しまし
た。明治33年に水道布設の調査を開始してか
ら、通水まで10年の歳月を要しました。この
間、水道建設については、時期尚早論に代表
される慎重論、大和川沿岸住民の反対なども
ありましたが、明治40年の市会において激論
を経て可決されました。これを受けて、明治
41年８月に工事に着手し、明治43年１月12日
に完成をみました。以来、一日も途切れるこ
となく市民の皆さまに水道水を送り続け、こ
のたび100周年を迎えることができました。
　堺市水道は、近隣市町村との合併、市勢の
発展、市民生活の向上に伴う水需要の増大に
対応して、15次にのぼる拡張事業を実施し、
市民生活に欠くことのできないライフライン
として市民の皆さまの信頼に応えられるまで
に成長してまいりました。
　この間は水源確保との戦いでもありまし
た。創設時は大和川を唯一の水源としていま
したが、流量の減少、水質の悪化によって、
昭和53年に大和川取水を停止するに至り、現
在では淀川を水源とする大阪府営水道からの
全量受水によっています。
　明治・大正・昭和までは水需要が増加の一
途をたどっていましたが、平成４年度をピー
クに毎年、減少を続けています。水需要の減
少に合わせて、建設から維持に舵を切り、事
業の効率化、お客さまサービスの向上、基幹
施設の耐震化等に経営方針をシフトさせてい
ます。
　配水管の布設は昭和47年度に100㎞を超え
るピークを記録し、これらの大量に布設した
管が更新時期を迎えようとしています。ま
た、南海・東南海地震に備えた震災対策、団

塊世代が退職するなかでの技術継承、地球温
暖化等に対する環境対策など重要な課題が山
積しています。
　今後は、経営の効率化、健全化に鋭意取り
組み、市民の皆さまの期待に応えられる水道
を目指して邁進する所存でございます。
　この『堺市水道百年史』は、時代の変遷に
応えようと奮闘し、今日の高品質な水道施設
を構築された諸先輩方の歴史と労苦の記録で
あり、将来多くの課題に直面することになる
後輩たちの知恵と勇気の源になればと願って
おります。
　また、本史誌は時代の変遷と水道人の取り
組みを中心に、トピックス・エピソード・写
真・イラスト等を交え、水道人以外の方にも
興味を持って読んでいただけるように配慮い
たしました。
　最後に、先人たちの努力によって築きあげ
られた堺市水道の輝かしい歴史と伝統を継承
するとともに、水道第２世紀目に歩みだす重
責を深く心に刻み、さらなる市民サービス向
上に取り組む決意を新たにする次第です。

　　平成23年３月

堺市上下水道事業管理者　　　　

澤野　哲也
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